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１ 重要事項 

 環境省推進費による研究成果のとりまとめ 

有機マーカーに着目した PM2.5 の動態把握と正値行列因子分解モデルによる発生

源寄与評価 

群馬県衛生環境研究所と共同実施した PM2.5 中の有機マーカー成分の観測デー

タを利用し、正値行列因子分解モデルにより PM2.5 の発生源寄与率の推定を行っ

た。主な成果について以下の通り発表した。 
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 科研費基盤 C による研究成果のとりまとめ 

フィールドスタディから発展する教科横断型”環境教育サマーキャンプ”の開発

と実践 

 「ビオトープ」をテーマにしたフィールドスタディ型サマーキャンププログラ

ムを開発し、実践した。主な成果について以下の通り発表した。 
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３ 次年度以降の計画・抱負 

 環境省推進費による助成研究の推進 

2018 年度より採択された研究「革新的モデルと観測・室内実験による有機エアロ

ゾルの生成機構と起源解明」を開始する。 

 

 科研費による助成研究の推進 

2018 年度より採択された研究「教科と連環した新しいアクティブラーニング型環

境教育の確立と教育効果測定指標の開発」を開始する。 

 

 


